
▼
今
回
の
表
紙
は
、
大
成
保
育
園
児

に
よ
る
交
通
安
全
街
頭
啓
発
の
時
の

写
真
で
す
。
せ
た
な
町
で
は
「
秋
の

交
通
安
全
週
間
」「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
に
伴
い
、
瀬
棚
保
育
所

や
若
松
小
学
校
・
宮
野
町
内
会
、
こ
の

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
地
域
の
皆
さ

ん
に
よ
り
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
な

ど
、
安
全
運
転
の
呼
び
か
け
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
せ
た
な
町
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
の
記
録
は　

月　

日
現
在
で
６

１０

１６

６
５
日
、
記
録
を
の
ば
す
こ
と
が
重

要
な
の
で
は
な
く
、
尊
い
命
を
大
切

に
す
る
こ
と
が
記
録
に
繋
が
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
保
育
園
児

か
ら
も
ら
っ
た
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
に

短
冊
を
つ
け
た
マ
ス
コ
ッ
ト
に
は

「
ス
ピ
ー
ド
だ
さ
な
い
で
ね
」
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
車
に
飾

り
、
安
全
運
転
を
心
が
け
よ
う
と
思

い
ま
す
。
▼
町
民
セ
ン
タ
ー
や
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
で
の
ス
テ
ー
ジ
写
真
を

撮
影
す
る
時
は
、
い
つ
も
苦
労
し
ま

す
。
今
回
の
松
前
神
楽
の
公
演
会
で

も
、
踊
り
の
最
中
は
場
内
が
暗
く
、

出
演
者
の
方
々
が
動
い
て
い
た
た
め
、

イ
メ
ー
ジ
通
り
に
は
撮
影
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
場
の
感
動
が
伝
わ

る
よ
う
な
写
真
を
心
が
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
一
日
で

し
た
。（
乾
・

藤
谷
・
稲
船
）
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大成支署に高規格仕様救急自動車　　　　　
　町民の救命率向上に期待！

広報見聞録  

Koho - kenbunroku

　１０月９日（木）、せたな消防署大成支署において救急自動車受納式が
行われました。この救急自動車は、ＪＡ共済連北海道本部から寄贈さ
れたもので、同本部では以前から交通事故対策事業の一環で、全道各
地の消防署へ救急自動車の寄贈活動を続けています。
　式典では、同本部函館駐在次長森田耕爾氏ら関係者およそ２０名が主
席、寄贈者を代表し新函館農協代表理事組合長からせたな町長へ目録
が贈呈され、続いて北檜山農協代表理事組合長から檜山広域行政組合
消防長へマスコットキーが贈呈されました。

　今回寄贈された救急自動車は、四輪駆動式の最新型車両で、自動式
心肺蘇生器や患者監視装置など、高度救命に必要な最新の資機材を装
備しています。また、従来の救急車よりも全体的に大きく室内空間も
広いため、より円滑な高度救命活動ができるようになり、町民みなさ
んの生命安全を守るため大きな役割を果たすものと期待されます。


